
聯
弥
調

皿叢

租
税
那
礁
補
完
作

用

に
就
貸

・

植

民
政
策

是
非

・

利
潤

の
脛
濟
的
及
び
道
徳
的
性

質

進
歩

か
退
歩

か

・

農
業
勢
働
問
題

・

時

恐
珊

地

方
税
制

度

の
整

理
を
論

ず

・

㎜説

苑

大
助

の
今

市

に
就

い
て

・

雑

録

満

洲

に
於

け
る
支

那
商

店

の
帳
簿

・

肚
會
士
⊥義
の
分
類

・
…

濁
逸
大
都
市
簾
離
婚
撒
の激
増

注
學
博
士

文
學
博
士

法
學
博
士

渋
墨
博
士

注
學
博
士

法
學
博
士

脛
濟
學
士

'

渋

墨

士

経
済
學
士

.

法

學

士

神

戸

正

雄

原

勝

郎

田

島

錦

治

財

部

静

治

河

田

嗣

郎

小
川
郷

太
郎

黒

正

巖

大

森

研

造

小

林

輝

衣

汐

見

三

郎

.亀



、

利
潤

の
経
濟
的
及

ひ
道
徳
的
性
質

(三
・完
)田

島

錦

治

第

三

節

利

潤

分

正

常

性

及

ひ

肚

會

主

義
.
の
誤

謬

第

「

欺

肚
會
主
義
は
利
潤
の
各
成
立
要
素
及
ひ
其
眞
髄
を
理
.解
せ
す

前
節
に
於

て
は
、
利
潤
の
原
因
及
ひ
要
素
を
述

へ
た
る
か
、
既
に
之
に
依

る
も
余
の
將

に
本
節
に
述

へ
ん
ε
す

る
利
潤
の
正
常
な
る
こ
ご
、
及
ひ
之
に
封
ず

る
肚
會
主
義
説
の
誤
れ
る
ご
ε
は
略
ほ
明
な
b
ε
信
ず
。
さ
れ
ε
猶

ほ
壷

さ
さ
る
所
あ
る
を
以
て
、
藪
に
之
を
論
究
す

へ
し
。

凡
そ
或
事
項
の
正
當
不
正
當
を
論
画
せ
ん
ε
せ
は
、
先
其
事
項
の
各
成
立
憂
索

に
就
て
精
密

に
考
察
す
る
を
要

す
。
若
し
其
成
立
要
素
の

一
部
の
み
に
着
目
七
て
、直
ち
に
全
膿
を
推
測
す

る
か
如
き
は
最
も
不
可
な
り
。
ラ
ッ
サ

　

　

　

　

む

む

　

　

む

ー
ル
か
利
潤
を
以
て
現
時
の
肚
會
關
係
に
基

づ
く
幸
運
的
吸
入
に
し
て
、
此
幸
運
は
濁
り
資
本
を
有
す
る
人
の
み
.

ゆ

む

　

　

　

攫

み
取
る
を
得

る
も

の
ピ
駕
す

考

の
和

ぎ
は
其

一
例
な

り
。
實

に
利

潤

の

　
要
素

に
幸

運
的

利
益
な

る
も

の
あ

る

は
前
節

に
述

入
た

り
、
黙

れ

ご
も
是

れ
決

し

て
各

企
業

者

の
利
潤

に
常

に
普
遍
的

に
存
在
す

る
唯

一
要
素

に
非
す

(
前
節
参

照
を
要
す

)
。

又
或
事
項

の
正

賞
性

を

論
断
す

る
に
當

り
て
は
、
曹

に
其
者

要
素

に
就
て

一
々
精
査
す

る
を
要
す

る
の
み
な
ら

論

利
潤
の
脛
濟
的
及
ひ
濫
徳
的
性
質
(三
-完
)

第
十
三
巻

(第
五
號

三
五
)

六
天

[

〆

.



論

叢

利
潤
の
経
済
的
底
ひ
溢
罐
的
性
質

(三
、完
)

第
十
三
巻

(第
五
號

三
六
)

三六
五
二

り

む

す
、
其
其
髄

ε
も
謂
ふ
可
黛
部
分
を
抽
出
し
て
、
之

に
就
て
最
も
精
確
な

る
判
断
を
下
す
を
要
す
。
利
潤
に
就
て

　

む

　

は
其
真
髄
は
企
業
者
の
優
秀
な
る
能
力
よ
り
來
る
利
得
即
ち
所
謂
純
利
潤
こ
れ
な
り
。
然
る
に
ヲ
ヅ
サ
ー
ル
も

マ
ル

ク
ス
も
其
他
悪
會
主
義
者
も
多
く
は
此
眞
髄
に
躙
れ
す
し
て
、
徒
ら

に
外
皮
の

一
部
を
捕
え
て
其
疵
暇
を
指
摘
し

　

　

　

む

む

む

　

む

む

　

喋
々
論
議
す
。

マ
ル
ク
ヌ
が
企
業
者
を
資
本
主
ε
汎
稽
し
、
資
本
主
を
人
間
化

せ
る
資
本
ε
呼
ひ
、
資
本
主
封
勢

ラ

　

　

　

　

　

む

む

む

　

働
者
の
關
係
を
以
て
死
せ
ε
勢
働
(
即
ち
資
本
)
か
生
け
る
勢
働
を
使
ふ
は
修
理
に
反
す

ε
論
ず

る
か
如
き
は
其
著

し
き

一
例
な
り
ご
す
。
要
す
る
に
マ
川
ク
ス
は
資
本
ε
資
本
主
ε
を
混
同
し
、
少
く
ε
も
資
本
主
の
生
産
上
に
於

け
る
人
格
セ
認
め
す
。
.足
れ
猫
耳
な
り
ご
す

る
も
、
併
せ
て
企
業
者
の
人
格
を
無
視
し
、
此
人
格
よ
b
生
す
る
牧

人
即
ち
純
利
潤
を
も
認
識
せ
す
、

一
概

に
利
潤
叉
は
利
子
を
不
當
利
得
な
り
、
播
種
せ
さ
る
牧
穫
な
り
、
勢
働
の

生
産
し
売
る
所

の
も
の
の
横
奪
な
り
ご
断
定
す
。
是
れ
事
項
の
眞
髄
を
察

せ
さ
る
よ
り
来
れ
る
誤
謬
な
り
ご
謂

ふ

可
し
。
實
に
現
代
企
業
者

の
中
に
は
食
奮
狡
蕪
破
廉
恥
の
輩
亦
働
か
ら
す

し
て
、
愚
直
な
る
勢
働
者
を
欺
き
。
虐

使
し
、
又
は
耐
雪
公
衆
を
瞞
着
し
、
不
正
の
利
を
撫
す
る
こ
ε
往
亙
こ
れ
有
り
。
熬
れ
ε
も
斯
の
如
き
事
件

は
必

ず
.し
も
現
代

に
特
有
の
も
の
に
あ
ら
す
、
叉
現
代

の
総

て
の
企
業
者

に
通
有
の
も
の
に
非
す
。

一
般
に
論
ず
れ
は

現
代
の
且
由
交
通

の
行
は
る
る
時
代

に
於

て
は
上
述

の
弊
害
は
寧
ろ
輕
減
す
る
も
の
ε
謂
ふ
可
く
、
其
憂
存
又
は

新
腰
せ
る
は
幾
分
か
各
種
法
制

の
力
に
依
り
て
矯
制
豫
防
す

る
を
得

へ
き
も
の
な
り
。
且
又
企
業
者
全
禮
に
就
て

考
察
す
れ
は
其
大
部
分
は
少
く
ε
も
季
均
程
度
の
経
済
萄
及
ひ
道
徳
的
品
性
を
具
ふ
る
者
ビ
推
定
す

る
を
至
當
ε

■



す
。
何
ε
な
れ
は
若
し
斯
く
推
定
す

へ
か
ら
す
ビ
ぜ
は
、
畢
寛
人
葱
人
こ
し
て
取
扱
は
す
。
悪
人
こ
し
て
取
扱

ふ

こ
ご
ぜ
な

る

へ
け
れ
は
な
り
。
且
實
に
企
業
者
の

【
部
に
は
常

に
義
侠
慈
善
の
精
瀞
に
冨
み
、
絶
え
ず
愛
国
奉
公

の
美
星
を
行
ふ
も
の
あ
り
。
然
ら
ば

マ
ル
ク
ス
や

ラ
ッ
サ
ー
ル
の
資
本
士
山親
企
業
老
親

は
側
醍
偏
見
し
て
正
視
空

見
に
非

さ
る
や
明
な
り
。

.

但

し
藪
に
注
意
す

へ
き
は

マ
ル
ク
ス
及

ひ
ラ
ソ
サ
ー
ル
等
は
必
ず

し
も
現
代
の
資
本
主
の

利
潤
を
以
て
不
法
に

獲
得
し
た
る
も
の
ε
爲
さ
す
し
て
、
寧
ろ
合
法
的
に
獲
得
し
た
る
も
の
ε
爲
す
こ
ご
是
な
り
。
獲
て
彼
等
は
必
ず

し
も
現
代
の
資
本
主
即
ち
企
業
者
の
大
部
分
を
以

て
悖
徳
漢
不
法
漢
ご
見
倣
す
者

に
非
す
、
唯
現
代
の
肚
會
關
係

叉
は
産
業
組
織
か
自

つ
か
ら
勢
働
者

の
生
産
物
を
剥
奪
し
て
資
木
主

に
奥
ふ
る
こ
ご
こ
な
る
ご
思
考
す

る
な
b
。

此
黙
ば
更

に
後
段

に
詳
論
す

へ
し
ご
雌
も
、
要
す

る
に
肚
會
主
義
は
企
業
者
な
る
人
格
を
正
賞
に
認
識
せ
す
、
從

て
此
人
格

に
本
く
利
得
即
ち
純
.利
潤
を
理
解
せ
す
、
且
彼
等
は
曹
に
此
利
潤

の
眞
髄
を
理
解
せ
さ
る
の
み
な
ら
す

他
の
諸
要
素
に
就
て
も
其
説
く
所
は
大
抵
偏
狭
に
非
さ
れ
は
則
ち
誤
謬
な
り
ざ
す

第

二

欺

,

血
會
主
義
者

の
資
本
観
、
資
本
成
立
及
ひ
増
加
の

一
要
因
た
み

貯
蓄
に
勤
す

る
彼
等

の
謬
見

前
に
履
違

へ
た
る
如
く
、
肚
會
主
義
者
は
資
本
主

ε
企
業
者

ざ
を
混
同
し
、
資
本

よ
り
生
す
る
利
子
ご
企
業
よ

　

　

　

　

む

b
生
す

る
利
潤
を

明
確

に
匠

捌
せ
す

し

て
、
往

々
資

本

の
利
潤

鷲
。津

o
明
9
嘗

巴

ε

い
ふ
如
き
腰
味
な

る
語
を

論

叢

利
潤
の
維
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(三
、完
)
.

第
十
三
巻

〔第
五
號
、

三
七
)

⊥ハ
五
三



論

叢

」利
潤
の
縄
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(三
、完
)

第
+
三
巻

〔第
五
號

三
八
)

六
五
四

使
用
す

る
か
故
に
、
彼
等
の
利
潤
に
謝
す
る
意
見
を
批
評
せ
む
`
欲

せ
は
、
勢
ひ
彼
等
の
資
本

に
蜀
す
る
観
念
を

討
究
せ
さ
る

へ
か
ら
す
。

ラ

　

ラ

経
済
學
者
は
資
本
を
以
て
1
積
書
せ
る
勢
働
な
り
ご
爲
し
、
2
生
産
物
に
し
て
生
産
方
便
た
る
も
の
な
り
ε
寫

し
、
叉
は
3
紆
曲
生
産
苧
績

に
於
け
る
中
間
的
生
産
物
の
絡
膿
な
り
ε
爲
す
。

肚
會
主
義
者
例

へ
は

う
ッ
サ
ー
ル

く

の
如
き
は
経
済
學
者

か
資
本
を
以
て
何
れ
の
時
代
に
も
存
在
す

る
永
久
的
論
理
的
事
項
ε
爲
す
に
反
劃
し
、
之
を

以
て
睡
史
的
事
項
に
外
な
ら
す

ξ
思
考
し
、
資
本
は
唯

分
業
に
因
り
て
の
み
簇
生
し
、
分
業
は
唯
奴
隷
制
度
に
因

ラ

り
て
の
み
獲
生
す

ε
思
考
し
π
り
、
叉
経
済
學
者

は
資
本
の
成
立
及
ひ
増
加
を
以
て
1
制
慾
又
は
貯
蓄
の
結
果
な

り
ご
爲
し
。
或
は
2
生
産
及
ひ
貯
蓄

の
結
果
な
り

ε
爲
す
。
砒
會
主
義
者
特
に
ラ
ソ
サ
ー
ル
は

制
慾
説
を

一
笑
に

附
し
、

以
爲
ら
く
斯
の
如
き
消
極
的
行
爲
は
決
心
て

資
本

を
生
む
も
の
に
非
す
、

資
本
主
に
向
て

資
本
及
ひ
利

潤
を

生
む
も
の
は
彼
の
雇
便
す

る
所
の
労
働
者
の
勢
働
な
り
冠
。

彼

の
唱
出
せ
る

有
名
な
る
識
語

田
㈹
窪
2
量

軍
。
日
『
鼻
ご
ヨ
・
は
最
も
善
く
此
思
想
を
表
は
す
所
の
も
の
な
り
。

薔
振
縄
濟
學
説
か
資
本
の
成
立
原
因
を
軍
に
制
慾
叉
は
貯
蓄

に
蹄
す

る
は
、
偏
狭
の
嫌
無

か
ら
す

ご
錐
も
、
耐

會
主
義
者
か
之
を
勢
働
に
の
み
締
す

る
説
は
亦
正
當
に
非
す
。
生
産
即
ち
勢
働
を
自
然
に
加
ふ
る
所
の
積
極
的
行

偶
ご
、
斯
く
し
て
生
産
せ
ら
れ
た
る
も
の
の

一
部
を
消
費
せ
す

し
て
之
を
貯
蓄
す
る
所
の
消
極
的
行
爲
ご
の
両
者

相
娯
ち
て
始
め
て
資
本
の
成
立
を
見
る
は
之
を
事
實
に
徴

し
」
叉
は
理
論

に
考

へ
て
明
白
毫
も
疑
を
容
れ
さ
る
所



'

■

な
り
。
且

藪

に
注
意

を
要
す

る
こ
で
は
現
代

の
貯
蓄

は
物

を
清
費

せ
す

し
て
之
を
保

存
す

る
の
消
極
的
方

法
即

ち

輩

純
な

る
貯
藏

曾
o
臼
、象
〕解

二
日帥
署

厨
ユ
o
旨
)
な

る

よ
b

は
寧

ろ
物
を
鋲
産
的

に
消
費
す

る
積
極
的
方

法
即
ち
投

資

(
5
話
ω
巨
Φ
昇

℃
ご
。Φ
已
2
ご

な

る
ご
ε
是
な
り

。
企
業
者

に
非

さ
る
資
本

主

か
共
所
有
す

る
資
本

を

銀
行

に

ら

預
入
れ
、
叉
は
直
接

に
企
業
者
に
貸
付
一
る
は
、
帥
略
貯
蓄

に
し
て
且
投
資
な
b
。
企
業
者

か
此
等
の
借
入
資
本

ε
共
に
自
己
所
有
の
資
本
を
共
生
離
事
業
に
使
用
す

右
は
、
回
し
く
貯
蓄

に
し
て
且
投
資
尽
り
。
前
者
は
間
接
的

投
資

に
し
て
、
後
者
は
直
接
的
投
資
な
り
。
資
本
主
及
ひ
企
業
者

か
其
資
本
を
自
己
の
享
受
方
便

冠
し
て
消
費
せ

さ
る
か
故

に
貯
蓄
な
り
、
而
し
て
之
を
自
己
欠
は
他
人
の
生
産
方
便
に
充

つ
る
か
故
に
投
資
な
り
。

現
代
の
肚
會
に
於
て
は
、
地
続
貯
蓄
を
駕
す
者
は
漸
く
減
少
し
て
、
投
資
は

一
般
に
釜

々
盛
に
行
は
れ
、
,就
倉
主

.

義
者
の
謂
ゆ
る
無
産
階
級

ぞ
「〔浄
冨
「藍

)
即
ち
勢
働
階
級

の
中
じ
於
て
も
此
投
資
を
爾
す
も
の
及
ひ
其
被
は
年

々

著
し
く
増
加
し
つ
つ
あ

る
は
諾
成
明
國
の
統
計
上
筆

ふ
可
か
ら
さ
る
事
實
な
力
。
蓋

し
彼
等

は
其
賃
金
の

一
部
を

貯
蓄
し
投
資
し
、
而
し
て
此
投
資
よ
り
生
す

る
利
子
叉
は
利
潤
を
受
け
取
り
、
更
に
其
利
子
利
潤
の
全
部
叉
は

一

部
を
貯
蓄
し
投
資

し
、
斯
く
し
て

一
国
の
資
本
は
盆
々
増
加
し
、
企
業
は
盆
々
獲
達

し
、
勢
働
者
の
地
位
は
益
々

'
進
歩
す
。
由
是
親
之
、
貯
蓄
は
縦
令
ひ
資
本
の
成
立
及
び
増
加
の
唯

一
原
因
に
非
ず

ε
も
其
重
要
原
因
た
る
こ
ざ

は
毫
も
疑
を
容
れ
す
。
且
此
の
如
く
貯
蓄
帥
ち
投
資
に
由
り
て
唐
に
企
業
者
の
み
な
ら
す
、
勢
働
者
も
亦
利
益
を

受
く
る
こ
ご
を
注
意
す
可
し
。
蓋
し
現
時
の
企
業
者
は
自
己
所
有
の
資
本
の
み
に
て
は
到
底
其
方
を
逞

ふ
す
も
能

サ

鈴

叢

利
潤
の
雌

潤
削
及
ひ
疽
偲
的
性
貰
〔
三
、
完
)
.

第
十
三
巻

(第
五
槻
.

三
九
)

六
五
玉

'

.

.



論

叢

利
潤
の
経
瀕
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(三
、完
)

第
+
三
巻

(第
五
號

四
Q
)

六
五
六

は
す
、
故

に
他
人

よ
り
直

接

に
、
又
は

銀
行

を
歴

て
間

接

に
、
其
所
要

の
資

本

を
借

り
入

る
。
而
し

て
此
資
本

の

一
部
叉

は
其
著

し
き
部
分

は
勢
働
者
階

級
を
含
む
所

の
中
産
階

級
以
下

の
貯
蓄

よ
り
成

る
が
故

に
勢
働

者
階

級

は

企
磐

漉

し
て
二
誇

鑿

開
係
に
於
て
結
ひ
付
け
ら
る
・
も
の
な
り
。
墓

は
彼
筆

勢
働
蒼

し
て
直
接

に
彼
よ
り
賃
金
を
受
く
る
關
係
な
り
、
其
二
は
投
資
者
ε
し
て
間
接
叉
は
直
接
に
彼
よ
り
利
子
叉
は
利
潤
を
受
く

る
關
係
な
り
ε
す
。
果
し
て
然
ら
ば
肚
會
主
義
者
か

「
資
本
主

に
向
て
利
子
利
潤
を
生
む
も
の
は
、
彼
等
の
雇
便

す

る
所
の
郵
働
者

の
勢
働
な
b
」
ε
思
考
す
る
は
正
確
に
非
す
。
實
に
利
子
を
生
む
者
は
資
本
、
利
潤
を
営
む
者

は
企
業
・
勢
働
者
を
し
て
利
子
利
潤
の
書

前
に
與

か
ら
し
む
.る
は
彼
等

の
貯
蓄
を
企
業
に
向
て
積
極
的
に
投
資

せ
し
む
る
に
在
る
な
り
。

肚
會
主
義
者
は
資
本
主
か
與

ふ
る
所
の

一
般
勢
働
者

の
賃
金
即
ち
勢
賃
を
以
て
、
最
小
生
活
費
用
に
相
賞
す
略

も
の
ε
寫
し
、
從
て
勢
働
者
は
毫
も
貯
蓄
を
爲
す
の
鯨
俗
な
き
も

の
ε
な
し
、
経
済
學
者
か

『
資
本
は
勢
働
の
積

蓄
」
な
b
ε
の
意
見

に
謝
し
て
、『
然
り
.
撚
れ
こ
も
他
人
の
勢
働
の
積
書
」
な
り
ご
答
辯

し
、
資
本
を
以
て

『
他

人
の
勢
働
の
結
果
を
横
領
す
る
の
方
便
』
な
り
ど
諭
す
。
ブ
ル
ー
ド
ン
、

ロ
ー
ド
ベ
ル
ツ
ス
、
ラ
ソ
サ
ー
ル
、

及

ひ

マ
ル
ク
ス
等

の
読
.は
皆

一
.に
藪
に
蹄
着
す
。
黙
れ
ε
も
現
代
肚
會
に
於
て
謂
ゆ
る
勢
働
階
級
か
如
何

に
亘
穎

の

聖

節

ち
讐

養

す
か
の
養

藁

穿

れ
は
、
彼
等
の
説
の
根
撮
の

季

ば
叢

す

へ
し
。

ル

ロ
ワ
・
.ボ
リ
ュ
ー
氏

は

共
著

O
o
頴
亀
く
駐
日
①

の

下
註

に
於
て
曰
く

『
千
九

百
年
十
二
月
三
十

一
日
調

に
於

て



'

私
立
貯
蓄
銀
行
の
出
せ
る
預
金
帳
の
敷
は
七
百
十

}
萬
六
千
四
百
二
な
b
。
之
に
官

の
郵
便
貯
金
の
預
金
帳
敷
三

百
五
十
六
萬
四
千
四
百
六
十
四
を
加
ふ
る
ε
き
は
合
計
千
六
十
八
萬
八
百
六
十
六
帳

ε
な
る

へ
し
。
而
し
て
貯
金

の
残
高
は
私
立
貯
蓄
銀
行
の
分
、
一二
十
二
億
六
千
四
百
萬
法
に
達

し
、
宮

の
郵
便
貯
金
の
分
、
千
億

一
千
萬
に
達

し
、
合
計
四
十
二
億
七
千
四
百
萬
注
に
達
し
た
り
。
之
を
千
八
百
八
十
二
年
に
比
す
れ
ば
、
同
年
に
於
て
は
預
金

根
数
四
百
⊥
ハ
↑
四
萬
五
千
八
百
九
十
三

部
、
貯
金
境
額
十
八
億
二
百
四
十
九
萬
七
千
八
百
九
法
な
り
し
か
故

に
、

帳
敷
は
大
百
三
萬
四
千
九
百
七
十
三
部
を
増

加
し
、
貯
金
残
額
は
二
十
四
億
七
千
二
百
萬
法
を
増
加
し
覚
る
も
の
.

　

な

り
』
ξ
。
氏
は
此
統
計

に
擦

り
、
本
欄

に
於

て
断
言

し
て
曰

く
『
佛
國

に
於
て
官
私

の
貯
金

銀
行

が

一
千
萬

の
頭

金
者

を
有
す

る
事

は

ラ
ッ
ナ
ー
ル
の
説
を
最

も
善

く
打

ち
消
す

も

の
な
り
」
ε
(目
○
∩
。
濠
6
穿

凶臣

。
二

。
61P

6
0
P

℃
・
N
ω
α
1
ぷ
M
)
。
實

に
此
等

の
貯
金
者

の
大
部

分
は
最

低
賃
金
を

受
く

る
肉
膿
的
勢

働
者

に
し
て
、
彼
等

の
克

己
節

餓
は
各

々
零
細
な

る
貯

金

を
樋

行

し
.
其

子
弟
も
亦

之
に
徴

ひ

て
之
を
織
綾
増

加
し
、
前
掲

の
如
き
結

果
を
生
す

る
に
至
b

し
な
り
。

我
国

に
於

て
も
▼

近
年

ラ
ッ
サ
ー

ル
や

マ
ル
ク
ス
に
心
酔

せ

る
徒
は

、
階

級
闘
争

の
室
想

に
騙
ら

れ
て
無
産
階

級

・し
勢
働
階
級

ご
を
同
視

し
、
而

か
も
彼
等

の
謂

ゆ

る
無
産
階
級

の
中

に
多
数

の
有
産
者

有
り
且
其
増

加
し

つ
つ

あ
る
を
悟
ら

さ
る
も

の
の
如

し

.
左

の
郵
便
貯

金
及

ひ
私

立
貯
蓄

銀
行
貯
蓄

預
金

の
統
計

は
最
も
難
癖

に
彼
等

の

誤
想

を
説
破
す

る
も
の
な

り
。

論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
避
徳
的
性
質
〔三
、完
)

第
十
三
巻

(第
五
號

四

一
)

六
五
七

「
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論

叢

牟
.

度

明
治

三

十

五

年

明

治

四

+

年

{欄
難
曇

天 大 大 大 大

正 正.正 正 正

九 八 七 六 五

年 年 年 年 年
利
潤
の
経
済
的
及
ひ
遺
徳
的
性
質
〔三
、完
}

帝
国
郵
便
貯
金
統

計

年
末
現
在
預
入
且

ご
、
苫

ゼ
、
=

八

七
べ

薯

、
{八雲

三

、
　寵
七
、
お

圏

一
喫

九
〇
(
、
巽

二

一
六
、
九
.浬

、
κ
O
(

一

年
末
現
在
預
高
(
圓
)

犬

、八
〇
四
血
壁

空

、導
=
・ヨ
(六

一
碧

、二
九
　丁
芸

釦

克

く
、皇
註
・五
三

四
一六
、
力
四
七
.
四
五
層

流
耳
聞
、
丸
く
閏
・
層
二
九

六
八
み
、
巳
四
五
先

湘
0

合
冶
、
五
五
〇
・
七
七
七

第
十
三
巻

(第
五
號

叫

二
〉

六
五
入

人

口

百

　

ト

　
年

末

現
在
、預

人
負
共

莞

蓋

、琶

一三
、央

茜

、里

三
〇
、
二
五

二

寸f

　

ユ

年
末

現
在

殖
高

(圓

)

春

ゐ
0

.

羅
く
・六
七

}翫
七
・六
四

吾

汽
・空

茜

四
凸
く1

一

備
考
・
明
治
三
十
五
年
乃
至
大
正
六
年
の
統
計
ば
帝
国
第
享
十
八
純
計
年
鑑
(大
正
九
年
三
月
刊
行
)に
依
り
、
大
正
七
年
以
下
に
日
本
銀
行
調

査
局
(大
正
十
年
四
月
刊
行
〉
の
本
邦
経
済
統
計
に
族
ろ
。

貯
蓄

銀
行
貯

蓄
預
金

及
人

員
統
計年
度
木
二
於
ケ
ル
人
員
企
類
纂
艦
別

-

>

1

)

度

年
度
末
残
高

{明 明

囎 治 整正四 四 十

舜+五
年年 年 年

(r
円
単
位
)

恵
∵
六
四肉

=
マ

沸
9

一
六　∵
璽
三

三≧ 繹
ゼo

千人
人
ブ]雌
=1明

野 重 重藍金

五 死 金 巴額

し

夕

商

　

　

人

員

金

額

(
千
人
以
爬
)

r
千
円
単
位
)

一
、
匹
見

・

一
六
・五
七
昌

】
λ

聖

　「六
・
魍
く
五

二
、
竃
四

兇

6
　=

丈人
四 舗A,㍗

発 豊 量9負

孝 弓 輔 金
一Qロ 単
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∫
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大

正

五

年

ニ
ロ0
。訂三
口

ニ
δ
碧

天

⊥
§

二
、醤
(

堂

心

夫

乃
δ
.

天
、四
翌

四
、
茜
八

合

・E
δ

大

正

六

年

設
九
.「]蔓

9

二
、
「　逢

齧

る
合

モ

薯
八

七
湘
・釦
三

一
、O
量

産

二
趨

四
、尭

(

お
O
・里
莞

大

正

七

年

四翌

6
蓋

ー

ド

i

l
-

一

l

l

i

大

正

八

年

四蓋

垂
窒

ー

ー

1

-

1

ー

ー

ー

備

考

、
明

治

三
+

五
年

乃
至

大

正
六

年

の
統

計

に
帝

国
第

三
+

大
統

汁

年
鑑

に
擦
り

、
大

正
七

年
以

下

の
分

に
大

蔵
省

刊
行

英

文
第

二
十
財

政
巡

洲

年

報

〔
㎜
.九

二
〇

年
刊

)

に
擦

る

此
二
表
に
撮
る
に
、
明
治
三
十
五
年
乃
至
大
正
六
年

の
十
五
年
間
に
於
て
郵
便
貯
金
者

(年
末
現
在
)
の
敷
は
大

約
二
百
七
十
萬
人
よ
り
千
六
百
九
十
五
萬
人
に
増
加
し
、
貯
金
額

〔年
末
残
高
)
は
二
千
八
百
八
十
萬
圓
よ
り
四

墨

千
六
百
九
+
四
萬
圓

に
増
加
し
た
り
。
私
立
の
貯
蓄
銀
行
の
貯
蓄
預
金
者

(年
末
現
在
)
の
敷

は
農
工
商
及

ひ
難
を
合
し
て
明
治
三
十
五
年
度

に
四
百
五
十
六
萬
人
を
算
し
π
る
者
か
十
五
年
後
の
大
正
⊥
ハ
年
に
は

一
千
三
十

七
萬
人
を
算
す

る
に
至
り
、
貯
蓄
預
金
額

(
年
末
残
高
)
は
同
年
期

に
於
て
五
千

　
百
六
十
四
萬
圓
よ
リ
ニ
億
五

千
九
百
二
十
七
萬
圓
に
増
加
し
だ
り
。
故
に
両
極
貯
金
を
合
し
て
計
算
す
る
こ
き
は
、
明
治
三
十
五
年
よ
り
大
正

六
年
に
至
る
十
五
年
間

に
於
て
.
貯
蓄
預
金
者
の
撒
は
大
約
七
百
二
十
⊥
ハ
萬
人
よ
り
二
千
七
百
三
十
二
萬
人
に
増

加
し
、
貯
蓄
預
金
額
は
大
約
八
千
四
十
五
萬
圓
よ
り
六
億
七
千
六
百
二
十
二
萬
圓
に
増
加
し
た
る
も
の
な
り
。
而

し
て
大
正
七
年
以
後
の
増
加
は
更
に
著

し
き
も
の
ぬ
り
。
黙
す
る
に
是
等
の
預
金
者
の
大
多
数
は
中
産
階
級
以
下

に
し
て
、
多
数

の
肉
艦
的
勢
働
者
を
含
む
は
竃
も
疑
を
容
れ
さ
る
な
り
。
然
ら
ば
肚
會
主
義
者
か
貯
蓄

の
資
本
成

論

叢

利
潤
の
響
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(三
、完
)

第
十
三
巻

(第
五
號

四
三
)

六
五
九

「



'

論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(三
、完
)
.

第
十
三
谷

(第
五
號

四
四
)

六
六
〇

.

立
原
因
た
る
を
否
定
し
q
及
ひ
彼
等
か

　
般
労
働
者
の
賃
金
の
額
は
辛

ふ
し
て
生
活
を
維
持
す

る
に
足

る
の
み
に

し
て
、
毫
も
貯
蓄
を
駕
す

の
鎗
俗
な
し
蓬
思
考
す

る
の
謬
想
陀
る
は
前
掲
貯
蓄

の
諸
統
計

に
徴
し
て
明
々
白

々
π

り
。中

産
者
特

に
勢
働
階
級
の
零
砕
な

る
貯
蓄
は
億
萬
の
亘
資
ε
為
り
て
、
公
私
の
企
業
に
活
用
せ
ら
れ
、
利
子
及

ひ
利
潤
を
生
み
、
而
し
て
貯
蓄
者
は
少
く
・し
も
當
然
此
利
子
の
.分
ヶ
前

に
與

か
る
を
得
、
場
合

に
由
レ
て
は
利
潤

の
分
ク
前
に
も
與
か
る
を
得

へ
し
。
例

へ
は
利
率
の
高
き
肚
債
券
の
募
集
に
慰
し
、
叉
は
確
實
有
利
な
る
株
券
を

買
入
れ
所
有
し
た
る
場
合
の
如
き
は
是
な
b
。
從
來
側
入
企
業
唐
天
は
會
肚

に
し
て
利
潤
を
勢
働
者
に
配
分
し
起

る
も
の
少
か
ら
ず
、
叉
は
近
年
彼
等
に
配
分
す

へ
き
利
潤
叉
は
支
給
す

へ
き
賞
金
の
代
b
に
株
券
を
與

ふ
る
も
の

多
々
有
り
、
氷
國
の
銅
銭
ト
ラ
ス
ト
の
如
き
は
共
著
る
し
き
例
な
り
。
白
星
観
之
、
旭
會
主
義
者
か
資
本
及
ひ
利

子
利
潤
を
以
て
勢
働
者
の

生
産
し
淀
る
所
を

資
本
主

の
横
領
す
る
所

の
も
の
な
り
一し
思
考
し
、

ラ
ッ
ナ
ー
.ル
か

同
㎡
Φ三
口
旦

「
お
巨
匠
昏
=
ヨ

な
る
対
語
を
唱

へ
て

得

々
陀
る
の
謬
れ
る
は
明
な
り
。

要
す

る
に
利
子
を
生
む
も
の

は
資
本
.
利
潤
を
生
む
も
の
は
企
業
、資
本
を
生
む
も
の
は
生
産

`
貯
蓄

.
生
産
は
自
然

に
勢
働
を
加
ふ
る
に
始
ま

り
挺

に
資
本
を
用
ふ
る
に
由
り
て
漸
く
完
全
ご
な
り
、
而
し
て
此
自
然
努
勧
賞
本
の
三
要
素
を
通
常
に
結
合
す
る

は
即
ち
企
業
な
り
ε
す
。
勢
働
者
ご
難
も
零
細
乍
ら
も
貯
蓄
即
ち
投
資
を
爲
す
に
由
り
て
資
本
ま
の
資
格
を
兼
臆
.

る
を
得
、
叉
は
小
株
主
ε
な
り
て
企
業
者
の
資
格
を
兼
隠
る
を
得
、
斯
一
し
て
彼
等
は
勢
賃

の
外
に
利
子
又
は
利
潤

.



.

を
も
取
得

し
得

へ
き
な
り
o
而
し
て
實
際
に
於
て
弊
働
者

弔
し
て
前
蓮

の
如
き
資
本
主
叉
は
企
業
者

の
資
格
を
兼

ぬ
る
者
は
友

明
國
に
於
て
は
年
々
増
加
し
.つ
つ
あ
り
。
亦
以
て
肚
會
主
義
者
の
階
級
二
分
競
及
ひ
階
級
闘
争
説
の

虚
妄
な
る
を
知
る

へ
き
な
り第

三

欺

グ
・
サ
ー

ル
の
資
本
は
身
業
は
由
り
て
生
る
あ

説
及
ひ

ル

ロ

ワ

・
ボ

リ

ュ
!

氏

の

駁

論

,
ラ
ッ
・
レ

か

『
某

は
分
誓

冑

て
生
れ
・

分
業
は
奴
欝

度
よ
り
生
れ
た
り
」
の
読
掛

し
て
繁

。
ワ
'

」
ボ

リ

ユ
ー
氏

之
を
論
駁
す

る
こ
ご
甚
π
詳
悉

に
し

て
間

然
す

る
所

あ

る
を
見
す
。
氏

は
先

つ
う
ッ
サ
ー

ル
の
言
を

翠

け
更

に
之
を
論
評
す

る

こ
ε
左

の
如

し
。

ラ
ッ

サ
ー

ル
日
く

「
分
業
は
総

て
の
富

の
根
源

な

り
。
藪

に
凡

そ
生
産

は

分
業

に
依

る
に
非

さ
れ

は
益

々
多
く

叉
然

々
廉

く
成

り
能
は
す

ε
の
法
則
あ
り
。
此

法
則

は
勢

働

の
性

質

に
基
礎

を
置
く
も

の
に
し

て
、

一
の
自

然
法

則

(=
琴

一〇
一
話
耳

色
C

ご
名

け
ら

れ
得

た

る
唯

一
の
脛

濟
法
則
な
り
。

黙
れ

ピ
む
實

は
自
然

法
則

に
は
非

す

、・

何

ε
な

れ
.は
分
業

は
自
然

の
領
分

に
騰

せ
す

し

て
精

神

の
領

分
に
属
す

れ
は
な
り
。
撚
れ

ε
も

分
業
は
電
氣

、
引

む

む

む

む

　

　

む

力

、
蒸
汽

方
響

ご
同
様

に
必
要
な

る
任
務

を
帯

ふ
。
.實

の
分
業
は

一
の
自
然
的
耐

曾
法
則

な

り

(弓
o
一〇凶
器
。芭
。

爵
耳

①=
ε

。

而

し
て
藪

に
全
国
民

の
中

に
唯
個
人

の
少

数
の
み
來
り

て
、
其

個
人
的

利
潤

の
爲

に
、
総

て

の
中
.

只
智
慮

あ
る
人

(『

毒
寸
話

葺
亀
昌

一。=
。
α
①
8
丘

に
由
り

て
の
み
現
は

し
得

る
所

の
此
自
然
的
肚
會

法
則
を

論

叢

利
潤

の
脛
濟

的
及

ひ
道
徳
的
性

質
(
三
、
完
)

第
+
三
巻

(第
五
號

四
五
}

六
六

}

馳

喝



、

O

論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
竜
徳
的
性
質
(三
、完
)

第
十
三
巻

(第
五
號

四
六
)

六
六
二

取
上
け
た
い
。
他

の
呆
然

た
る
貧

困
の
多
数

民
は
目

に
見

え
狙
鎖

に
繋

か
れ
、
常

に
増

加
し
且
常

に
益

々
蓄
積

せ

ア

ら
る

る
彼
等

の
勢
働

の
生
産
物

の
中

よ
乃

、
良

き
事

情

の
下
に
於

て
も
只
僅

か
に
彼

の
印
度
人

か
未
開
時

代

に
儲

け
得

た

る
も

の
、
即
ち
生

活
の
物
質
的

需
要
を
辛

ふ
し

て
満
し
得

る
分
量
丈

を
得

る
に
止
ま

れ
り
。
嗚
呼

暴

れ
恰

も
少
数

の
人

々
が
引

力

、
電
熱

、
蒸

氣
力
、
大
陽

の
温
熱

を
以

て
彼
等

の
財
産

な
b

ε
宣

言

し
陀
ら

む
に
似

π
る

も
の
な

b
。
彼

等
は
勢
働
を

爲

さ
し
む

る
に
適
當

な

る
状

態

に
民
衆
を
維
持
す

る
儒

に
民
衆
を
養

ふ
こ
ε
は
恰
も

彼
等

か
蒸
気
機
械

に
燃
料

を
與

へ
及
ひ
汕
を
塗

る
か
如

く
す

へ
し
。
民
衆

の
扶
養

は
唯
必

要
な

る
生
産

費

ε
思
考

せ
ら

る
る
の
み
」

だ

(国
費
高
話
口
匹
[
器
路
=
〇
二
≦
.
ヒ⇔
霧
口
馨

し∩
。ゲ
巳
No
〔
U
o
U
Φ
ぎ
『
6げ
〕
-
可
p
ユ
冨9
凶o属

島
①
しd
■
冨
曽

一。
昌
ら

国
σq
①
い
お

)。

「

'

ル
ロ
ワ
・
ホ
リ

ュ
ー

氏

は
之
を
評
し
て
曰
く

『
此

派

手
な

る
文
章
を
要
約
す

れ

は
、
資

本
主
等

か
彼
等

自
身

の

特
別
な

る
利
潤

の
爲

に
、

分
業

ご

い
ふ
此
有
力

な

る
自

然
的
肚

會

法
則

を
取
上
け

た
b
ε

の
考
に
蹄
着
す
。

カ
ー

ル
・
マ
ル
ク
ス

も
亦

同
種
類

の
考

を
抱

き
て
、

資
本

の
所

有
者
等

は
彼

等

の
み
の
利
益

の
爲

に
斜
里
を
捕

へ
て
之

を
利
用
す

三

=口
ひ
た
り
。
此
種
類

の
考

に
從

へ
は
世

界
民
衆

は
凶
怪
な

る
矛
盾

の
犠
牲

ご
な

る

へ
し
。
輓

近

の
肚

會

に
於

け

る
亘
人
な

る
生
産

は
共

同
的
共

働
的
生
産

な

れ
ε
も

、
生
産

物

の
分
配
は
共

同
的

に
非

す

し
て
個

人
的

な
り
。

分
業

は
離

れ
離
れ

の
労
働

か
生

む
所

の
も

の

に
超

過
す

る
鯨
剰

的
生
産
物

を
生
む
、
而
し

て
此
飴
剰

的
生

産
物
即

ち
飴
剰
償
値

は
宜

し
く
絡

て
の
人

の
有

に
蹄

す

可

き
も
の
な

る
に
、
唯
資
本
主

の
み

か
之
を
横
領
す

。



此

道
理
ら

し
き
考

は
、
之
を
打

破
す

る
こ
ご
容
易

な
b

。
若

し

ラ
ソ

ナ
ー

ル
の
育

ふ
如

し
な
ら

は
、
勢
働
者

の

ロ

つ

　

　

　

む

　

　

　

り

組
織
す

る
共

働
組
合

(
房
.
匹
∩
[卑
富

8
。℃
Φ
「四二
諾
い
)

は
、
総

て
、
叉

は
少

ぐ
ぐ」
も
概

し
て
成

功
し
繁

榮
す

へ
き

筈

な
り
。
何

ご
な
れ
は
夫

の
分
業

に
原

因
す

ε
考

へ
ら
れ

、
及

ひ
雇
主

は
何
等

の
骨

折
な
く

し
て
只
彼
自
身

の
爲

に
横

領

し
響

た
b

ε
信

せ
ら

れ

た
る
自
然
的

鯨
剰

償

値

は
共
働

組
合
の
易
往

に
於

て
は
當
然
組
合
員
即

ち
勢

働
者

に
締
す

へ
け

は
な

り
。
然

る
に
繧
験
は
反
射

の
謹
閉

を
爲

し
馬
共
働
組
合

の
大
多
数

は
殆

ん
ご
無
利
子

か
叉
は
低

利

な

る
資

金

の
補

給
を
受
け
た

る
も

の

ご
難

も
、
纏
瞥

困
難

に
陥

る
り
、
叉
は
辛

ふ
し
て
飴
喘

を
保

つ
の
み
。

次
に

省

明
確

な
る
反
駁
あ

り
、
即
ち

下
の
如

し
。
現
代

最

も
多
く

の
文

明
國

に
於
て
、
及
ひ
多

く
の
種

類

の
産
業

に
於

て
、
中
規
模

の
企
業
者
及

ひ
自

働
的
生
産
者

に
し
て

、
自

か
ら
生
産
要

具
を
所
有

し
、
少
轍

の
勢
働
者

を
使
役
す

る
着
荷
多
く
存
在
す

れ

ピ
も

、
是

等
雇

主
の
地

位

は
必

し
も
熟
練
勤

勉
な

る
雇

傭
勢
働
者

よ
b
幸
幅

に
非

さ
る
こ

冠
を
往

々
目
撃
す

。
r最

後

の
反
駁

は
㎞
ラ
ソ
サ
ー

ル
の
議

題
を
破
壊

し
了

る
も

の

に
し
て
、

即

ち
下

の
如

し
。
世

間

に
は
大
.産
業
篆

文
は
頁

組
織

の
會

航

に
し
て
、
毫

も
利
益
を
塞
け
す

、
中

に
は
損
失
を
受
け

て
解
散
す

る
者
す

ら
多
く

こ
れ
有

る
を
見

る
。
此
.事
た

る
や
、
分
業

よ

り
生

し
、
而

か
も
雇
主

の
み
そ
れ

に
依

り

て
椿
別

の
私
益
を

青

む

る
を
得

ざ
思
考

せ
ら

れ
た

る
所

謂
必
然
的
自

然
的

醗
剰

僧
位
な

る
も
の
は
、
或

は
存

在
せ
す
、
或

は
些

細
の

事

に
厨
し
、
,或
は
企
業
者

以
外

の
者

を
も
利
益
す

る
も

の
な
%

こ
ご
を
謹
明

し
て
鹸
誼
な

し
ε
謂

ふ
可

き
な
り
」

〔HドΦ
O
o
濠
o
江
謡
切目
ρ

℃
.
憶
い
†

い
ωe

。

論

叢

利
潤
の
輕
濟
的
及
ひ
滋
徳
的
性
質
〔三
、完
)

第
十
三
巻

(第
五
號

四
七
)

大
六
三
.

」

F



」

論
.
叢

利
潤
の
巡
演
的
及
ひ
逆
徳
的
性
質
三

、完
)

第
+
三
巻
.
(第
五
號

四
八
)

室

八四

・ラ
ソ

サ
ー

ル
は
貯
蓄

か
資
本
成
立

の

一
要

因
た

る

こ
ε
を
否

定
し
、

分
業
を
以

て
資
本
成

立

の
原
因

な
り

ご
し

而
し
て
分
業
を
行
ふ
に
は
資
本
を
藝

急

か
故
に
、
後

期
の
身
業
は
前
期

の
分
業
に
由
b
て
先
立
π
る
こ
ε
を
述

へ
、
結
局
分
業
の
起
源
は
奴
隷
制
度
に
在
り
ε
論
し
、
『
故
に
交
明
國
氏
の
揺
籃
に
於
て
奴
隷
制
度
の
案
出
さ
れ
セ

る
は

一
善
な
り
」

あ

大
膳
?

藷

結
を
下
せ
b
。
(前
掲

ラ
・
マ
.

ル
蓋

三

三

一
頁
)。

ル
リ
汐
、
ポ
リ
置

民

は
詳
論
し

て
曰

く

「
ラ
ッ

サ
ー

ル
の
説

に
從

へ
は

奴
隷

の
所
有
者

は
非
常

に
聰

明
利
獲

の
人

に
て
あ

じ
た
り
。

學
理
上
よ
り
見
る
も
叉
歴
墨

よ
り
登

る
も
此
説
は
疑
は
し
。
秀

曾
て
奴
矯

度
を
有
せ
す
、
叉
は
甚
だ
早

く
奴
隷
状
態
よ
り
解
放
せ
ら
れ
π
る
人
民
、
例
ぐ
は
日
耳
曼
.入
の
如
き
は
亦
能
く
分
業
を
行
ふ
に
至
り
、
且
資
本

を
作
る
を
得
セ
リ
。
隊
洲
に
於
て
は
奴
隷
叉
は
農
奴
の
屡
絶
後
、
分
業
は
益
々
腰
達
し
た
り
。
之
に
反
し
て
奴
隷

制
度
の
最
も
永
く
維
持
せ
ら
れ
た
る
諸
植
民
地
に
於
て
は
、
奴
隷
制
度
は
常
.に
分
業
及
ひ
機
械
適
用
の
最
大
障
礙

ε
思
考
せ
ら
れ
陀
り
。
故

に
ラ
ッ
サ
ー
ル
.の
議
題
は
輕
忽
な
る
も
の
こ
認
め
さ
る
を
帯
す
」
ε

(前
掲
同
氏
著
書

二
四
三
頁
)。

以
上
述

へ
た
る
ラ
ッ
サ
ー
ル
氏
の
分
業
は
資
本
の
成
立
原
因
な
ヴ
ご
の
僻
説
に
劃
す
る

ル
ロ
ワ
、
ボ
リ
ュ
ー
氏
の

反
駁
は
先

っ
余
輩
の
意
を
獲
た
る
も
の
な
り
。
足
れ
余
か
其

一
部
を
課
潤
し
て
余
の
読

に
代
ら
し
め
π
る
所
以
な

り
・
資
本

の
成
立
井

矯

加
は
生
産
及
ひ
貯
蓄
に
在

る
は
余
の
屡
々
確
説
し
た
る
所
な
り
、
而
し
て
企
業
者
は
生
産

を
主
宰
し
三
生
産
要
素
を
適
當
に
結
合
す
智
任
務
を
有
す

る
か
故
に
、
彼
は
他
人
の
資
本
を
借
用
す
る
場
合
に
は

「



死
せ
る
貯
蓄
を
愛

し
て
活
け
る
投
資
ε
爲
す
者
な
り
。
叉
彼
は
他
人
の
勢
働
を
雇
便
す
る
場
合

に
は
、
適
材
を
通

庭
に
置
く
を
勉
め
、
即
ち
分
業
を
適
宜
に
行
ひ
、
壷
明
獲
見
を
通
常
に
利
用
す

へ
し
、
余
は
純
利
潤
を
以
て
企
業

者

の
人
幣

に
水

つ
く
牧
人
な
り
ご
述

へ
た
り
、
換
言
す
れ
は
利
潤
は
企
業
者
の
優
秀
な
る
企
業
的
能
力
に
基
く
所

の
鹸
剰
的
牧
人
な
り
。
企
業
者

か
他
人
の
貯
蓄
を
最
も
適
當
に
運
用
し
、
又
は
分
業
.を
最
も
完
全
に
行

ひ
又
は
讃

明
獲
見
を
最
も
巧
妙
に
利
附
し
た
る
時
は
、
是
亦
彼

の
優
秀
な
る
企
業
的
能
力
の
稜
揚
な
り
ご
謂

ふ
可
し
。
果
し

ロ

む

　

　

　

む

り

　

　

て
然
ら
ば
彼
か
之

に
由
b
て
最
も
多
く
の
利
潤
を

　
時
獲
得
し
得

へ
き
は
必
然
の
結
果
に
し
て
、
且
正
當
な
る
事

む

む

む

件
な
り
。
撚
れ
ε
も
彼
は
只

一
時
之
を
獲
得

し
得
る
に
止

ま
る
。
何
ε
な
れ
は
自
由
競
争
は
間
も
な
く
他
の
企
業

者
を
し
て
彼

ざ
同
等
又
は
そ
れ
以
上
の
能
力
を
獲
探
せ
し
む
る
も
の
な
れ
は
な
り
。
是
政

に
企
業
者
か
他
人
の
貯

蓄
井
ひ
に
自
己
の
資
本
を
運
用
す
る
に
由
り
て
其
利
子
以
上
に
多
し
の
利
潤
を
得
る
は
難
し
。
叉
彼
か
分
業

の
新

案
及
ひ
獲
明
獲
見

の
新
利
附
に
由
り
て
得
る
所
の
利
潤
は

一
時

に
止
ま
り
決
し
て
永
続
す
る
こ
ε
な
し
。
而
し
て

.

以
上
の
事
項
に
由
る
所
の
生
産
費
の
低
減
、
及
ひ
之
に
件

ふ
所
の
生
産
物
慣
格
の
低
落
は
消
費
者
た
る
肚
會
民
衆

.

を

一
般
に
利
益
す
る
の
頁
結
果
を
奏
す

へ
し
。
.利
潤

か
肚
會
主
義
者
の
思
考
す

る
如
き
不
正
義

の
も
の
に
非
す
し

て
、
實
に
経
濟
的
に
し
て
且
道
徳
的
な

る
性
質
を
具
有
す

る
も
の
な
る
は
上
述
す
る
所
に
由
り
て
明
か
な
り
。

第

四

欺

マ
ル
ク
ス
氏
餓
剰
債
値
説
の
説
明
及
ひ
批
評
、

利
潤
は
耽
會
を
利
益
す
る
徴
讃
な
る
こ
ε

論

叢

利
潤
の
麗
濟
的
及
ひ
遺
徳
的
性
質
(三
、完
)

第
十
三
巻

(第
五
號

四
九
)

大
六
五



論

叢

利
潤
の
繧
洛
…的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(三
、完
)
.

第
十
三
巻

(第
五
號

五
Q
)

六
大
夫

余

は
前

歎

に
於

て
、

ラ
ッ
サ

!
ル
の
誘
即
ち

分
業
な

る
自
然
的
肚

會

法
則

は
資
本

主

の
個
人
的
利

潤

の
目

的

に

向

て
横
奪

せ
ら

る
る
ε
の
説
を
掲

げ

、
刀
ー

ル
、
マ
ル

ク
ス
亦
同
様

の
考

を
抱

き
た
b

ε
の

ル
ロ
ワ
、

ボ

リ

ュ
ー
氏
.

の
評
語

を
揚
げ

に
る
か
.
此
種

類

の
考

に
先

鞭
を
着

け
た
.る
者

ほ
實

に
俳
人

ブ

ル

ー
ド

ン
氏
な

b

ε
す
。
ル
ロ
ワ
、

ボ
リ

ュ
ー
氏

㊨
説

に
從

へ
は

ブ

ル
ー
ド

ン
の
説

は

マ
ル
ク

ス
に
由

り
て
無
断

に
て
剽

窃

せ
ら
れ

元

る
も

の
多
ぐ

、

而

し
て
利

潤
の
不
正
常

に
關
す

る
説

も
亦
其

　
な
b
。
ブ

ル

ー
ド

ソ
は
謂

へ
ら

く
、
唯
附

加
せ
ら

れ
立

る
個

々
の
力

、

よ
り
は
之
を
綜
合

し
た

る
合
衆

力

の
方

が
生
産
力
大
な

り

、
而

し
て
此

生
産

力

の
差

増
は
企
業

者

の
奪

ひ
取

る
所

の
も

の
な
り
。
叉

企
業
者
は
科
學

の
獲
明
を
自
己

の
特

別

の
利
益

の
爲
に
横

領
す

、
詳
言
す

れ
は
同

一
の
産
業

に

於

て
、
多
数
人

に
由

り
秩
序

的

処
組

織
せ
ら
れ

た
る
協

力
は
、
共
同

し
人

々
か
別

々
に
離

れ
て
聯
絡

な
く
働

く
よ
り

は
多
く
を
生
産
す

へ
く
、

分
業
、
機
械

、
物
理
、
及

ひ
化

學
等

の
諸
法

則
の
知

識

は
入

の
勢
働

の
生
産

的
結

果
を
増

加
す

へ
し
、
而
し

て
此
等

の
生
産

増

加
は
企

業
者

の
利

潤
を
生

む
も

の
な
り

ご
。

(℃
δ
鼠
ぎ
ぎ

G。
協
牢
8
。

紆
切

8
韓
舜
O
昼
δ
諺

価
8
8
日
一ρ
器
炉

#
。
盆
.
8
ヨ
。
戸
。」
で
四
αq
。
畳
ω
)
。

ロ
ー
ド

ベ
ル
ツ
ス
の
意
見

も
亦
之

に
回
し
、
氏

は
謂

へ
ら

く
、
企

業
者

の
利
得

は
彼

か
占

む

る
所

の
砒

曾

的
優
秀
な

る
地
位

の
力

に
由
り

て
勢

働
者

の
勢
働

よ
り

横

領

し
た

る
所

の
も

の
な
り

ご
。

む

む

ロ

ロ

む

マ
ア
ク

ス
は
是
等
先
畳
音

の
説

を
取
り
、
更

に
自
己

の
巧
智

を
加

へ
て
、
有
名
な

る
録
剰
償
値
説
を
作

り
た
b

氏
は
謂

へ
ら

く
、
雇
ま

は
勢

働
者

の
勢
働
力

を
買

ひ
、

更

に
之
を
再

賞
す

る
こ
ε

に
由

り

て
利
潤

を
得

る
も

の
な

■



り
。
即
ち
彼
は
拶
働
力
を
其
交
換
贋
値
に
て
買
ひ
、
共
生
産
し
把
る
物
即
ち
商
品
に
臭
骸
化
し
た
る
勢
働
力
を
其

交
換
慣
値
に
て
再
質
す
。
此
面
交
換
債
値

の
差
即
ち
飴
剰
債
値
は
彼
の
所
得

ξ
な
る
。
凡
そ
商
品
の
債
値
は
其
生

産
に
要
し
た
る
勢
働
即
ち
生
産
費

に
由
り
て
決
定
せ
ら
る

へ
し
。
故
に
十
時
間
の
勢
働
を
要
し
陀
る
商
品
の
償
値

は
十
時
間
勢
働
な
り
。
然
ら
ば
労
働
者
の
勢
働
力

(〉
ま
卑
・・ζ
捧
)
の
贋
直
帥
ち
勢
賃
は
如
何
に
ε
い
ふ
に
、
勢
.

働
力
も
亦

一
の
商
品
な
る
か
故

に
他
の
す

へ
て
の
商
品
ご
回
し
く
、
例

へ
は
機
械
の
如
き
生
産
方
便
ご
回
し
く
・

其
生
産
費
に
由
b
て
決
定

せ
ら
る

へ
し
。
機
械

の
生
産
費
か
其
日
々
に
消
費
†
る
石
炭
及
ひ
減
傾
補
充
積
立
金
よ

り
成
る
か
如
く
、
勢
働
な

る
人
的
資
本
の
生
産
費
は
勢
働
者
自
身
並
に
其
家
族
を
維
持
す

る
に
要
す

る
生
活
資
料

な
ら
さ
る
可
か
ら
す
。
今
假
り

に
此
生
活
資
料
の
債
値
は
五
時
間
勢
働
な
り
ご
す
れ
は
、
労
働
者
の
勢
働
力

の
償

値
、
即
ち
勢
賃

こ
し
て
雇
主
よ
り
勢
働
者

に
支
携
ふ
所
の
も
の
は
、
五
時
間
勢
働
な
b
。
斯
一
し
て
雇
主
に
賛
ら

れ
た
る
勢
働
力
は

一
日
十
時
間

の
勢
働
を
爲
す

に
於
て
は
、
共
生
薦
物
の
償
櫨
は
十
時
間
勢
働
な
ら
さ
る
へ
か
ら

す
。
斯

の
如
く
に
し
て
雇
主
越
五
時
間
勢
働

の
蝕
剰
債
値
を
日
々
に
利
得
し
、
勢
働
者
は
五
時
間
の
無
償
勢
働
を

日
々
勤
む
る
も
の
な
b
ε
。
此

マ
ル
ク
ス
の
説
は
頗
る
人
口
に
膾
炙
す
。
肚
會
主
義
を
奉
ず

る
人
は
之
を
以

て
金

科
玉
篠

ε
尊
敬
b
、
纒
濟
學
者
特
に
ル
ロ
ワ
、

ボ
リ
ュ
ー
氏
は
之
を
児
童
ら
し
き
説
明
(Φ
老
臣
昌
8

8
昇

帥
詮
叶

。コ
融
口
証
昌
の・・
)
ぜ
し
て
嘲
罵
す
。
氏
は
曰
く

『
マ
ル
ク
ス
は
雇
主
π
る
企
業
者
を
監
獄
看
守
入
ε
同
視
し
、
酵
働
者

を
し
て
最
大
労
働
を
爲
さ
し
む
る
様
に
監
視
す

る
も
の
ε
爲
せ
嘘
も
、
企
業
者
の
任
務
は
決
し
て
斯
の
如
く
簡
単

'論

叢

利
潤
の
縄
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(三
、完
)
.

第
十
三
巻

(第
五
號

・
五
『
)

六
六
七



、

論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
.道
徳
的
性
質
(三
、完
)

第
十
三
巻

(第
五
號

五
二
)

六
六
入

な

る
も

の
に
非
す
。

今
若

し
世
界

の
中

の
最

頁
な

る
監

獄

看
守

人
を
招

き
て
最

も
簡

単
な

る
産

業
を
掌

ら
し

め
ん

か
、
彼
等

の
大
多
激

は
破

産
す

へ
き
を
断

言
し
得

へ
し
。
若

し
企
業
者

の
利
潤

に
關
す

る
枇

會
主

義
の
説
明

か
眞

・

實

な

る
ε
き
は
、

換
言
目す

れ
は
、
別

々

に
離

れ

て
働

く
勢
働

よ
り
は
之

を
結

合
し

て
働

か
し
む

る
勢
働

の
優
秀

な

る
成
績

に
由

り
、

叉
は
科
學

の
進
歩

に
由

る
生
産

の
増

加
を
横

奪
す

る
に
由

り
て

の
み
企

業
者

は
其
利
潤

を
得

る

も

の
な
り

ε
せ
は
、
総
て

の
企
業
者

は
成

功
す

へ
き
筈

な
り
.。
然

る
に
實
際

の
事
實

は
之

に
反

し
、
商

工
業

に
従

事
す

る
企
業
者

の
十
中
二
三

は
失
敗

し

、
叉

は
破
産

し
、
五

六
は
彼
等

の
辛

勢

に
封
ず

る
僅

か
の
報
酬

を
得

て
生

存

し
、
其

現
状
を
維
持
し

、
叉
は
至

て
軽

微

な
る
獲

展
を
爲

し
得

る
に
止
ま
り
、

只

=

一
の
著

る
し
き
富

を
作
b

得

る

に
魑

き

さ
る
な
り
。

…
・:
…
計
腿會
+
主
義
者

か
企

業
嘱石
の
利
潤
…を
以
て
趾労
働
}者
　を
㎜織
牲

に
供
す

る
よ
り
凍

る
も

の

ε
寫
す
考

は
亦
謬

れ
り
。
彼

等
の
考

に
從

へ
は
、

企
業
者

は
其
使
役
す

る
勢
働

者

の
労
賃
を

低
く
す

る
こ
ご
を

得

れ
ば
得

る
丈
多

(
利
潤

を
獲

得
す

る
も
の

`
す

。

撚

れ

ε
も
此
考
は
労
賃

に
關
す

る
現

代

の
學
説

に
反
す

る
の

み
な
ら
す
、
英
米

の
如

き
産
業

の
尤

も
盛
な

る
団
々

に
於

て
、

　
般
に
貴
行

せ
ら

る

る
方

沙

に
通
合

せ
さ
る
も

の

な
り
。
實

に
生
産

の
最
も
人
な

る
勢
働

は
、
最

も
諮

か
な

る
報

酬
を
受

く

る
も

の
に

し
て
、
臭

き
勢
賃

拡
高

き
利

潤

の
通
常

の
原
因

に
非

さ
る
は
足

れ
其
其
相

な
り

ε
す
」

ε

(訂

『。
博

しu
ωp
三
雲

'
目
.胆
ま

チ
Φ
。
.5
口
Φ
。
叶
喝
.p
昔

.團Φ

窪

窪
。
口
o
B
冨

℃
o
[三
ρ
=
p

ひ
。融

.
お
二
■
8
已
・N
・
℃
・
N
いゆ
-
い
意
)

之

を
要
す

る
に
、
純

利
潤
は

企
業
指

の
優

秀
な

る
企
業
能

力

に
基

づ
く
も

の
な

る
以
上

は
、
決

し
て
科
學

の
進

、



歩
の
結
果
を
横
奪
す

る
も
の
に
非
す
。
文
勢
働
者

の
利
益
を
犠
牲
に
供

せ
し
む
る
も

の
に
弄
す
。
而
し
て
斯
の
如

き
企
業
者
間

の
競
争
か
彼
等
を
し
て
永
く
其
利
潤
を
享
く
る
を
得
さ
ら
し
め
、
生
産
物
の
債
格
か
其
時
の
最
大
生

産
費
に
由
り
て
決
定
せ
ら
れ
な
る
も
の
は
、
久
し
か
ら
す
し
て
其
.塒
の
償
絡
は
前
時
の
最
小
生
産
費
に
由
b
て
決

定
せ
ら

る
る
に
至
り
、
結
局
消
費
者
階
級
即
ち

一
般
肚
會
ぼ

人
な
る
利
益
を
享
く

へ
き
な
り
、
企
業
者

か
自
己
叉

は
他
人
の
駕
し
た
る
科
學
上
の
獲
明
を
適
當

に
利
用
す
る
は
暴
れ
其
優

秀
な
る
企
業
能
力
の
獲
揮
な
り
。
叉
別
々

に
離
れ
て
働
く
所
の
数
果
少
き
労
働
を
適
當
に
結
合
し
、
分
業
協
力
の
組
織
を
適
宜
に
し
、
機
械
其
他
生
産
設
備

を
完
全
に
し
て
、
以
て
勢
働
の
敷
果
を
大
な
ら
し
む
る
は
、
暴
れ
亦
彼

の
優
秀
な
る
企
業
能
力
の
功
に
蹄
せ
さ
る

を
得
す
。
撚
り
而
し
て
斯
の
如
さ
優
秀
な
る
企
業
者

か
如
何
に
自
己
を
利
し
、
更

に

一
層
多
く
肚
會
全
能
を
利
し

つ
つ
あ
る
か
は
、
其

實
桝
枚
翠

す

る
に
逗
あ
ら
す

。

沓

ワ
・
ボ

リ

ュ
ー
氏

か
其

種

々
の
著
書

に
屡

々

畢

く

る
所

の
英
.國
製
鋼

家

ベ
ッ
ズ
メ

ァ
氏

(切
。
鴇
Φ日
Φこ

の
例

は
全

文
之
を
我
諦
者

に
紹
介

す

る
の
無
盆

な
ら

さ
る
を
信
ず
。

ル

ロ
ワ
・
ボ

リ

ュ
一
兵
は

曰
く

『
自
由
競
争

の
行
は

る
る
肚
會

に
於
て

、
或

企
業
者

の
青

む
る
異
常

な

る
利
潤

は

決

し
て
肚
會

の
利
益

を
犠
牲

に
し

て
得
る
も

の
に
非

す

し

て
、
肚
會

か
之
に
由

り

て
利
益

を
享

く

る
こ
ε
を

謹
す

る
も

の
な
b
。

..,..・例

へ
は

ベ
ッ

ス
メ

ァ
か
鋼
鐵

の
生
産
費
を
減

少
し

た
る

に
由

り

て
二
千
五

百
萬

乃
至
三

千
萬

法
の
富

を
成

し
た

る
か
、
之
は
氏

か
乱肌
會

よ
り
そ
れ

丈

の
富
を
剥

き
取

り
た
る
も

の
に
非

す
。

反
封

に
祉

曾

は
氏

の
工
業
的
活

動

、
氏

の
能
力
、
及

ひ
氏

の
獲

明

に
依

b

て
、
氏

よ
b

は

一
層

大
な

る
利
益

を
得

た

る
も

の
ε
す
。

論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
滋
徳
的
性
質
(三
・完
)

第
ヒ
三
巻

(第
五
號

五
三
)

六
六
九

ヨ



論

叢

利
潤
の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(三
、完
)

第
+
三
巻

〔第
五
號

五
四
)

六
七
〇

氏
は
其
製
出
す

る
鋼
鐵
を
従
来
の
製
品
よ
り

一
層
堅
硬
に
し
、
其
使
用
の
範
園
を
機
め
、
其
製
出

に
要
し
た
る
費

用
を

一
般
に
低
廉

な
ら
し
む
る
を
得
た
り
。
現
今

(
一
八
九
〇
年
を
指
す
)
佛
國
に
於
て
ベ
ッ
ス
メ
ア

鋼
を
毎
年

五
十
萬
噸
製
出
す
。
是
は
世
界
全
盤
の
同
種
鋼
の
年
産
額
千
萬
願
の
二
十
分

一
に
過
ぎ
す
。
顧
み
て
此
新
式
製
鋼

方
法
の
採
用

せ
ら
れ
π
る
少
し
前
な
る
千
人
百
六
十
年
よ
り
以
来
を
見
る
に
、
佛
國
に
於
け
る
鋼
鐵
の
雫
均
債
格

は
⊥
ハ
百
六
十
七
注
よ
b
二
百
法
以
下
に
低
落
し
た
b
。
此
差
減

の
三
分

一
を

ベ
ッ
ス
メ
ア

方
法
の
結
果
ご
し
て
計

算
す

る
も
、
毎
顧
百
五
十
法
の
減
贋
ε
な
る

へ
し
。
・故

に
世
界
年

々
の
細
産
額
千
萬
噸
に
就
て
計
算
す

れ
は
、
十

五
億
法
の
節
約

ざ
な
る
な
あ
。
然
ら
ば

ベ
ッ
ス
メ
ア
氏

の
説
け
得
た
る
富
二
千
五
百
萬
法
乃
至
三
千
萬
法
は
僅

に

其
世
界
を
利
し
た
る
利
益

の
百
分
二
に
過
ぎ
さ
る
を
知
る

へ
し
。
此
製
鋼
方
法
か
獲
明
せ
ら
れ
て
以
來
三
十
年
を

経
過
し
π
る
か
、
其
始
め
の
時
期
に
は
べ
ッ
ス
メ
γ
鋼
の
製
出
高
か
今
日
よ
り
は
少
か
り
し
こ
ご
を
計
算
内

に
入

れ
て
、
此
三
十
年
間

ベ
ッ
ス
メ
ア
式

に
依
る
所
の
世
界
の
総
製
鋼
高
を

一
億
五
千
萬
噸
ε
見
積
る
ε
き
は
、
前
述

一
顧
當
b
の
節
約
か
百
五
十
法
な
り
し
を
以
て
.
総
節
約
高
は
二
百
二
十
億
法
ε
な
る

へ
し
、
然
ら
ば

ベ
グ
ス
メ

ア
氏
は
全
世
界
に
二
百
二
十
億
法
の
利
益
を
與

へ
て
、
自
己
は
僅

か
に
其
手
分

一
、
二
五
叉
は
千
分

一
事
に
當
る

所
の
二
千
五
百
萬
乃
至
三

千
萬
法
儲
け
た
る
に
温
き
さ
る
を
知
る

へ
し
。
由
基
観
之
、
ベ
ッ
ス
メ
ア
氏
の
作
り
た

る
亘
富
は
氏

か
之
に
千
倍
す

る
利
益
を
肚
會

に
與

へ
だ
る
謹
葱
な
b
ご
謂
ふ

へ
き
な
り
」

ε

(前
掲
書
二
三

一
頁

乃
至
二
三
二
頁
)
。

「



ベ
ッ
ス

メ
ァ
氏

の
件
は
最
も
顕
著

な
る

一
例
な

り
、

而
し
て
世
上

之
に
類

す

る
者
は

、
大
小
典

例

に
乏
し

か
ら

す
。
要
す

る
に
私
的
響

業
の
域
場
合
を
除
き
、
筍
も
自
由
競
争

の
行
は
る
鉦

會
に
於
て
・
合
誇

に
或
種
類

の
嚢

に
従
事

る
企
業
者
の
総
利
潤
を
成
す
所

の
各
習

は

一
も
弁
難
す

へ
き
も
の
め
ら
す
・
余
、か
前
節

に
列

翠
し
馨

穂
利
潤
の
各
項
目
を
再
審
し
、
余
か
本
節

に
縷
述
し
た
藷

蕪

薯

察
し
た
ら
む
に
は
・
馨

は
必

ず

ラ
ッ
サ

ー
ル
や

マ
ル
ク
ス
等
の
　肛
會
主
義
説
か
姐
何

に
學
理
に
違

ひ
、
實
際

の
事
實
に
戻
る
か
を
會
得
す

へ
し
。

マ
ル
ク
ス
等
は
此
複
雑
な
る
人
間
肚
會
を
飴
り
に
抽
象
的
に
簡
単
現
し
、
肚
會
階
級
を
両
分
し
て
、
資
本
階
級
若

く
は
有
爵

級
舞

働
階
級
菅

は
盤

階
墾

な
し
た
る
は
既
謬

る
。
而
し
て
彼
は
磐

に
人
類
を
製

圭

藷

動
物
的
暑

察
し
、
彼
の
謂
ゆ
・
両
階
級
聞
に
不
臨

烈
の
塁

あ
り
藩

論
す
・
量

b
て
更
換

謬
を

重
渠

り
。
彼
の
騎

贋
値
説
の
如
き
は
、
巧
は
則
ち
巧
な
書

讐

・
勢
働
を
唯

一
な
る
債
値
の
根
源
及
ひ
要

素
ご
籍
す
所
の
不
當
前
提
に
由
み
所
の
謬
れ
る
推
論
に
外
な
ら
す
。
彼
か
資
本

ご
勢
働
ε
を
樹
立
せ
し
め
・
資
本

は
欝

の
生

産
力
を
剥
叢

る
も
の
な
り
嘉

し
・
利
潤
鼻

讐

を
翌

せ
し
め
・
利
潤
は
欝

の
不
錦
　
.

生
す
ε
寫
し
、
利
潤
の
過
大
尽
る
は
勢
賃
の
過
小
を
議
す
ε
思
考
す
。
特

に
知
ら
す
・
資
本

ε
勢
働
ご
は
互
に
相

扶
助
す

る
も

の
に
し

て
.
之
を
結

合
す

る
は
陰

に
自

然

み
り
、
陽

に
企
業

あ
る

こ
妄

・
叉
知

ら
す

・
利

潤

ざ
勢

賃

ご
は
相

互

に
汲
み
取
ら

る
る
も
の

に
非

す

し
て
、
其

根
源

は
外

に
存

し
、
即

ち
利
潤

は
圭

ε
し
て
企
業
者

㊨
企

業
能

力
に
本

つ
き
、
勢
賃

は
圭

こ
し
て
勢
働
者

の
発
産

力

に
本

つ
き
、
而

か
も
此

面
能

力

の
結
合

↓
致

に
由

り
資

論

叢

利
潤
の
纒
濟
的
及
ひ
涯
徳
醐
性
質
〔三
、完
)

第
十
三
巻

(第
五
號

五
五
)

六
七
一



論

叢

利
潤
の
讐

的
及
ひ
道
徳
的
性
塞

二
、完
)

第
+
三
巻

(第
義

五
さ

六
七
二

本

の
補
助

に
依
り

て
、
圭

ε
し
て
自

然

よ
り
汲

み
來

り

た

る
牧

人
に
外

な
ら

さ
る

こ
ε
聖
。
諺

に
謂

は
す

や
、
鹿

を
追

癒

夫
・
山
を
見
書

。
砒
篁

義
者
は
概
し
て
勢
働
の
鹿
を
追
ふ
独
夫
な
り
、
直
な
る
哉
、
馨

か
資
本

及

ひ
企
業

の
山

、
.利
潤
及
ひ
利
子

の
樹

木
を
見

さ
る
こ

ピ
。

〔畢

り

)

、

前
號
本
論
女
正
誤

〔第
+
三
巻
第
四
號
五
六
頁
乃
至
七
四
頁
)

第

五

九

頁

末
行

第

六

一
頁

二
行

同

頁
六
行

第

七
二
頁
十

=
π

第

七

三

頁

九
行

　

コ

解

峡

ざ
あ

る
に
解
決

の
誤

フー冨
一三
①
コ
巴
目
色

ξ
あ

ろ
に

三
臥
三
9

畢

〔①

H3
0
昌
o
噂
o
ぐ

に

ヨ

o
ゴ
O
℃O
ζ

の
誤

　

「
投

入

ぜ
ら

れ

た

」
の
下

に
る

惣
脱

す

　

り

幸
運

ご
あ
る
に
幸
運
の
誤

の
誤

＼
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